
○小中高を通じて，コミュニケーション能力を育成。
- 言語や文化に対する理解を深める
- 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する
- 「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能をバランスよく育成する

○指導語彙を充実（中高を通じて，２，２００語から３，０００語に）

小中高を通じた外国語教育の充実について

Ⅰ．小学校学習指導要領（平成２０年３月改訂）

Ⅱ．中学校学習指導要領（平成２０年３月改訂）

Ⅲ．高等学校学習指導要領（平成２１年３月改訂）

○ 平成２３年度より，５・６年生において，外国語活動を週１コ
マ導入。平成２１年度及び２２年度は，学校の判断により先
行実施が可能

○ 音声や基本的な表現に慣れ親しむことを中心

○ 各学年の授業時数を週３コマから週４コマへ充実

○ 従前の「聞く」「話す」を重視した指導から４技能のバランス
取れた指導への改善

○ 指導語彙を９００語から１，２００語へ充実

○ 選択必履修から「コミュニケーション英語Ⅰ」の共通必履修
に変更する等，科目構成を変更

○ 生徒が英語に触れる機会を充実するとともに，授業を実際
のコミュニケーションの場面とするため，授業は生徒の理解
の程度に応じた英語を用いて行うことを基本とすることを明
示

○ 指導語彙を１，３００語から１，８００語へ充実（※）

基本的な考え方

学習指導要領の主なポイント

（※） コミュニケーション英語Ⅰ，Ⅱ及びⅢを履修した場合。


